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今年度は、川口学区にお住いの敬老対象者のみなさまに、近隣のスーパーの商品券をお贈りします。 
（ＪＡ福山市川口支店での敬老会の開催はありません。） 

●配付期間  ９月１日（日） ～ ９月１６日（月/敬老の日） 
※町内会役員または民生委員が、ご自宅に商品券をお届けします。 

●対 象 者  川口学区在住の７７歳以上の人 
※１９４８年（昭和２３年）４月１日以前に生まれた人 

●お問合せ  川口交流館（📞９５３－２３９３） 

 

  

川口交流館だより 
 

発行：川口交流館 〒７２０－０８２４ 福山市多治米町一丁目３０番４号 
電 話 （０８４）９５３－２３９３ メール kawaguchi-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 

 

川口交流館だよりは福山市ＨＰに

掲載されています。カラーで読み

やすく、回覧板より 

早く情報がお届け 

できます。 

 川口交流館ＱＲ → 

 

川口交流館運営委員会 

 ご長寿おめでとう 

ございます！ 主催：川口学区 

敬老会実行委員会 

人権尊重 平和を築く 第一歩 

福山市からの特別記念品について 

80 歳・90 歳・100 歳・学区最高齢者の人には、

福山市から記念品が自宅に郵送されます。 

川口学区では、路上に放置されている犬のフンを減らすため、黄色のチョーク

で印をつけて注意を促す活動をしています。長年継続して実施することで、かなり
の効果が出ています。チョークは、川口交流館にて無料で配布していますので、
困っている人はお試しください。 

 イエローチョーク作戦のしかた 

  フンの周りを黄色いチョークで丸く囲んだり、発見した日時を書き添えたりします。 

   注）「犬のフン禁止」などの文字は、落書きになるので書かないでください。 

川口学区地域まちづくり推進事業 ＜共催：町内会連合会/公衆衛生推進協議会＞ 

 
きれいな道を 

お散歩したいワン！ 

川口交流館は、クーリングシェルターに
指定されています 

危険な暑さの時は、涼しい場所で休憩を！ 



  地域まちづくり推進事業 

 

 

土をこねて、小さな招き猫の置物を作ります。 
自分の好きなポーズや表情をつけて楽しみましょう。 
焼き上がりは、１０月中旬の予定です。 

●と き  ９月６日（金） １０：００～１１：３０ 

●と こ ろ  川口交流館 ２階 会議室 

●講 師  陶芸教室講師・陶人形作家 

          やました あきこ さん 

●対  象  成 人 （１５人） ※初心者でも大丈夫です 

●材料代  ２，０００円 

●持ち物  エプロン、手をふくタオル、飲み物 

●申込み  ８月３０日（金）までに、川口交流館（📞953-2393）へ 

社会教育活動事業 

 

 

お茶とお菓子をいただきながら、自分の好きな本（推し本）の魅力を語り合います。 
図書サークル「りあん」による、大人向け絵本の読み聞かせもあります。 

●と き  ９月１７日（火） １３：３０～１５：００ 

●と こ ろ  川口交流館 ２階 図書室 

●協 力  川口交流館 図書サークル り あ ん 

●対  象  成 人 （１０人） ※子どもと一緒に参加もＯＫ 

●参加費  １００円 （お菓子、飲み物代） 

●持ち物  自分が好きな本 （小説、絵本、漫画など、ジャンルは問いません） 

●申込み  ９月１３日（金）までに、川口交流館（📞953-2393）へ 

            ※当日の飛び入り参加も大歓迎です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

手作り再発見講座③ 手びねりで作る招き猫 

健康でいきいき過ごすために、みんなで楽しく食事のポイントについて学んでみませんか？ 

【とき・内容】 

９月１１日（水）１０時００分～ 『 骨粗しょう症予防の食事 』 
※食生活改善推進員による講義・参加者による調理実習と試食 

【対象者】 おおむね 65歳以上の方及びそのご家族（ご家族の年齢は問いません） １５人 

【場  所】 川口交流館 実習室 

【持参物】 エプロン、三角巾（大判のハンカチなど）、ふきん、筆記用具、マスク 

【申込先】 実施日の 1週間前までに、川口交流館（📞953－2393）へ 

※参加費は無料です。 

※当日、ご本人やご家族に体調不良がある場合の参加はご遠慮ください。 

主催：福山市食生活改善推進員協議会 

本とお茶とおしゃべりの会 



 

 

 

きて・みて・学んで 環境関連施設で       を学ぼう！ 

 
 

 ＜主催：川口学区まちづくり推進委員会/共催：川口学区公衆衛生推進協議会＞ 

福山市にある次世代エネルギー施設や新しいごみの処理施設を見学し、私たちの暮らしが環境
に与える影響を知り、環境を守るために自分ができることを考えましょう。 

●と き  ８月２３日（金） ９：００～１２：３０ 
●バス発着  川口小学校 西門前 ※８：４５集合 

●行き先  ふくやま環境美化センター（福山ローズエネルギーセンター） 

（株）イー・アール・ジャパン 福山工場 

●対 象  川口学区に住んでいる人 ※幼児は保護者同伴でお願いします 

●定 員  ４０名（先着）   ●参加費  無 料 

●申込み  ８月２０日(火)までに、川口交流館（📞９５３－２３９３）へ 

 

 

 

 

  

川口学区まちづくり推進委員会からのお知らせ 

まちパス 

２５Ｐ 

 

この暮らし 支えています 税金で 

福祉事業  ＜共催：川口学区福祉を高める会＞ 

歌と笑顔があふれた福祉講演会 

♦♦♦♦♦♦♦ 安心安全事業  ＜共催：川口学区自主防災協議会/川口学区公衆衛生推進協議会＞ 

カルタとクッキングで防災学習  

青少年育成事業  ＜共催：川口学区子ども会連絡協議会＞ ♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 

ソフト、フットで近隣学区と交流 

  藤田育代さんのピアノ演奏に合わせて童謡や懐メロを歌って
楽しむ講演会を、６月２９日に川口交流館で実施し、高齢者など
６０人以上が参加して大いに盛り上がりました。 
曲の合間には、藤田さんが近年始めた田舎暮らしのエピソード

を軽妙に語られるなど、会場は終始笑い声が絶えず、「藤田さん
のパワーをもらい、元気が出た。」と泣いて喜ばれる人もいました。 

 

 今年度、各地区を巡回して実施している防災啓発事業「防災
を学ぼう」を、７月２０日に川口中央会館で実施し、川口中地区
（川口中央・川口中新）の住民１０人が参加しました。 
 参加者は、福山防災リーダーからポリ袋を使ったカレー作りを
学んだり、防災カルタで災害に対する意識を高めたりしました。 
 また、公衆衛生推進協議会の小林会長からは、簡易トイレの
作り方や、災害ごみの出し方を学び、「日頃から準備をしておく

ことが大事だと改めて感じた。」などの感想がありました。 

 ７月２１日に、竹ヶ端運動公園で少年少女親善球技大会を
開催し、選手・保護者合せて約３５０人が参加しました。 
 昨年度より、近隣学区の子ども会との交流を兼ねて実施し
ており、今年度は１０学区からソフト、フット各６チームが出場、
３年生以下の「ちびっこ試合」もあり、大いに盛り上がりました。 
 この日は、中国地方が梅雨明けしたとみられる発表があり、
気温も高く熱中症が心配されましたが、「救護室を設けるなど
対策をしていたので体調不良者にすぐ対応でき、大事に至ら
ず予定どおり進行できました。」と、役員は安堵していました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こ～んなのしたよ！～７月～ 

 昨年度好評だったモルックの体験講座を、今年も
元川口幼稚園の園庭で行いました。 
 参加した親子１５人は、シェイクハンズのメンバー
４人から上手な得点の入れ方などをアドバイスして
もらいながら、４チームに分かれて対戦しました。 
 モルックは、ルールが簡単で年齢や経験に関係
なく楽しめるため、初めて体験する小学１年生が、
ねらったピンを倒して大活躍する場面もありました。 

2024市民平和のつどい・ 
第 70回市民平和大会 

日 時 ： ８月８日（木） １３時～１６時 

場 所 ： まなびの館ローズコム 
（福山市霞町一丁目１０番１号） 

内 容 ： 1945年 8月 8日の「福山空襲」を心に 

とめるとともに、平和の大切さや人権の 

尊さについて考える。 

入場料 ： 無料 

問合せ ： 福山市多様性社会推進課 

（☎０８４-９２８-１２３５） 

会場を変更して、内容も参加型にリニューアル‼ 
「知らなかった」と、よく言われますが… 

回覧板より 

情報が早い 

過去の分も 

読める 

 福山市公式ＨＰの川口交流館のページから 

「交流館たより」の文字をクリックしてください。 

カラーで 

見やすい 

文字が 

拡大できる 

川口交流館ＱＲ 

 そば打ち名人の松本美子さんの手ほどきで、１７人の
参加者が『二八そば』作りに挑戦しました。 
 水回し、本ねり、菊もみ等、常に手を動かし続ける作
業が多くあり、参加者は、「けっこう力がいるね。」「生地
にツヤが出てきたね。」などと話しながら、松本さんの
手つきをまねて交代でそばを打ちました。 
 完成したそばは少々不揃いでしたが、どの参加者も
「おいしい！」と大満足の表情で試食していました。 

 幼児向けの軽食作りを２組の親子が学びました。 
 初めに、栄養士の卯目道子さんから、「幼児のおやつは
“小さなごはん”と考え、栄養を補うものを食べましょう。」
というお話があり、その後、残りご飯を利用したライスピザ
と、桃のミルク寒天を親子で作りました。 
 試食では、嫌いなピーマンが入っていても、おいしそうに
食べる子どもの様子に、「食事のことをいろいろ教えてもら
えてよかった。」と、保護者は喜んでいました。 


